
患 者 さ ん と 病 院 と
地 域 を つ な ぐ 広 報 誌

C O N T E N T S ●もくじ

かけはしKAKEHASH I

氷 見広 報 誌

金沢医科大学氷見市民病院のホームページ
http://www.kanazawa-med.ac.jp/~himi/

病
院
の
理
念

私たちは「生命の畏敬」を医療活動の原点として
次のような病院を目指します。
● 医療人としての研鑽に励み、患者さん中心の医療を実践します。

●住民の健康と生命を守る中核病院として、安全で質の高い医療を提供します。

● 地域の医療機関と協力し、地域の医療福祉の向上に貢献します。

● 将来の地域医療の担い手となる有能な医療人を育成します。

金沢医科大学氷見市民病院

金沢医科大学氷見市民病院
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当
院
で
は
、
令
和
３
年
３
月
12
日（
金
）か
ら
、
委

託
職
員
を
含
む
当
院
に
勤
務
す
る
す
べ
て
の
職
員
、

４
月
24
日（
土
）か
ら
は
、
氷
見
市
内
医
療
従
事
者
を

対
象
に
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
開
始
し
ま
し

た
。
開
始
当
初
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
に
合
わ
せ
て

速
や
か
に
接
種
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
日
常
診
療

と
コ
ロ
ナ
関
連
の
患
者
診
療
に
影
響
が
出
な
い
よ
う

休
日
を
利
用
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
行
政
の
指
示
の
も
と
順
次
接
種
対
象
者

が
拡
大
さ
れ
、
５
月
23
日（
日
）

か
ら
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
方
を
対
象
と
し
た
集
団
・
個

別
接
種
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
開
始
に
際
し
て
、
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
な
ど
の
副
反
応
に

対
す
る
体
制
を
確
保
し
安
全

に
接
種
を
行
う
こ
と
を
第
一

に
考
え
た
上
で
、
ス
ム
ー
ズ

に
接
種
を
受
け
て
い
た
だ
け

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
で

き
る
だ
け
多
く
の
方
が
接
種

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
問
診
に
あ
た
る
医
師
に
加
え

複
数
の
待
機
医
師
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、看
護
師
、

薬
剤
師
、
医
療
技
術
職
、
事
務
職
員
な
ど
、
病
院
全

体
を
挙
げ
て
対
応
し
ま
し
た
。
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

の
平
日
に
は
個
別
接
種
と
し
て
毎
日
約
80
名
の
方

に
、
ま
た
、
日
曜
日
に
は
集
団
接
種
と
し
て
約

５
０
０
名
の
方
に
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
接
種
を
受
け
ら
れ
た
高
齢
者
の
方
か
ら

は
、「
接
種
後
の
副
反
応
が
怖
か
っ
た
け
ど
安
心
し
て

受
け
ら
れ
た
」「
休
日
の
接
種
は
大

変
で
す
ね
」
な
ど
の
お
声
を
頂
き
、

ス
タ
ッ
フ
一
同
、
大
き
な
励
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
引
続
き
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、

安
全
か
つ
迅
速
な
接
種
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
高
齢
者

以
外
の
接
種
も
始
ま
り
ま
す
が
、

市
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
も
よ
り

ス
ム
ー
ズ
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実

施
に
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
状
況
に
つ
い
て
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２
０
２
１
年
３
月
に
看
護
師
の
特

定
行
為
に
係
る
研
修（
術
中
麻
酔
管
理

コ
ー
ス
）を
修
了
し
ま
し
た
。

　

特
定
行
為
研
修
は
、
超
高
齢
化
社

会
が
進
む
中
、
今
後
の
医
療
を
支
え

て
い
く
た
め
に
、
ま
た
医
師
の
診
療

の
補
助
を
実
践
し
て
い
く
う
え
で
の

高
度
か
つ
専
門
的
な
知
識
及
び
技
能

を
身
に
付
け
る
た
め
に
学
ぶ
研
修
で

す
。
修
了
後
は
医
師
又
は
歯
科
医
師

の
指
示
の
も
と
、
特
定
看
護
師
の
判

断
で
手
順
書
に
基
づ
き
学
ん
だ
行
為

を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

特
定
行
為
は
、
38
行
為
あ
り
ま
す
。

私
は
９
行
為（
経
口
用
気
管
チ
ュ
ー
ブ

又
は
経
鼻
用
気
管
チ
ュ
ー
ブ
の
位
置

調
整
、
侵
襲
的
陽
圧
換
気
の
設
定
の

変
更
、
人
工
呼
吸
器
か
ら
の
離
脱
、

直
接
動
脈
穿
刺
法
に
よ
る
採
血
、
橈

骨
動
脈
ラ
イ
ン
の
確
保
、
持
続
点
滴

中
の
高
カ
ロ
リ
ー
輸
液
の
調
整
、
脱

水
症
状
に
対
す
る
輸
液
に
よ
る
補
正
、

硬
膜
外
カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る
鎮
痛
剤

の
投
与
及
び
投
与
量
の
調
整
、
持
続

点
滴
中
の
糖
質
輸
液
又
は
電
解
質
輸

液
の
投
与
量
の
調
整
）を
修
了
し
ま
し

た
。
４
月
か
ら
は
手
術
室
ス
タ
ッ
フ

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
麻
酔
科
医
の

直
接
指
導
の
も
と
特
定
行
為
を
少
し

ず
つ
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

１
年
間
の
特
定
行
為
に
係
る
研
修

を
通
し
て
、
医
師
の
診
療
の
考
え
方
や

病
気
に
つ
い
て
深
く
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
は
、
患
者
さ
ん
が
手
術

と
い
う
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
安
全
・
安

楽
・
安
心
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
学
ん
で
き
た
こ
と
を
深
め
、
活
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
医
師
・
手
術
ス
タ
ッ
フ
と

協
働
し
な
が
ら
患
者
に
寄
り
添
っ
た

手
術
看
護
を
実
践
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

看
護
師
の
特
定
行
為
に
係
る
研
修

（
術
中
麻
酔
管
理
コ
ー
ス
）を
修
了
し
て

手
術
室　

酒
井　

一
匡　

看
護
師

手
術
室

酒
井

一
匡

看
護
師

●「特定行為に係る看護師の研修制度」とは？
　「特定行為研修」とは、看護師が医師の診療の補助を行う場合に必要とされる
実践的な理解力、高度専門的な知識と技術の向上を図るための研修で、チーム
医療のキーパーソンとしての役割を発揮できる看護人材の養成を目的に、2015
年に国によって創設された研修制度です。
　本院である金沢
医科大学病院にお
いても、2020 年 4
月から看護師特定
行為研修プログラ
ム（術中管理領域）
を開講しました。麻
酔科医との協働や
特定行為看護師な
らではの知識や技
術を生かした術中
看護を通じて、周
術期医療を担うメ
ディカル・スタッフ
を育成しています。
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看護師の特定行為に係る研修（術中麻酔管理コース）を修了して



坪
田　

雅
仁

TSUBOTA
MASAHITO

耳
鼻
い
ん
こ
う
科　

准
教
授

20
代
は
富
山
大
学
で
主
に
め
ま
い
の
基
礎

的
お
よ
び
臨
床
的
研
究
に
携
わ
り
、
臨
床
留

学
を
経
験
し
ま
し
た
。
30
代
は
富
山
県
や
新

潟
県
で
臨
床
経
験
を
積
み
、
40
代
に
は
帝
京

大
学
溝
口
病
院
で
耳
・
鼻
の
手
術
や
難
聴
・
め

ま
い
の
診
断
治
療
に
更
に
磨
き
を
か
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
や
家
庭
の
事
情
等
も
あ
り
北
陸
に
戻
る

こ
と
を
決
め
、
縁
あ
っ
て
当
院
に
赴
任
し
た

次
第
で
す
。

　

耳
鼻
咽
喉
科
は
難
聴
、
め
ま
い
、
嗅
覚
・

味
覚
障
害
、
睡
眠
時
無
呼
吸
、
嚥
下
障
害
、

発
声
障
害
な
ど
人
間
が
生
活
す
る
上
で
重
要

な
機
能
障
害
の
診
断
・
治
療
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
正
確
に
評
価
し
治
療
す
る

こ
と
で
、
患
者
さ
ん
の
生
活
の
質
向
上
の
手

助
け
と
な
る
こ
と
が
耳
鼻
咽
喉
科
医
の
宿
命

と
考
え
、
日
々
診
療
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
こ
れ
ら
を
中
心
に
診
療
を
行
う
と
と

も
に
、
高
齢
者
の
多
い
氷
見
市
の
地
域
性
や

自
身
の
専
門
分
野
を
活
か
し
、
特
に
難
聴
や

め
ま
い
の
診
断
治
療
に
重
点
を
置
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
難
聴
）

　

難
聴
は
、
原
因
や
病
態
を
き
ち
ん
と
診
断

で
き
れ
ば
正
確
に
対
応
で
き
る
も
の
が
多
く
、

ま
た
、
認
知
症
の
リ
ス
ク
に
も
繋
が
る
た
め

放
置
す
る
こ
と
は
望
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
院
で
は
、
内
視
鏡
・
聴
力
検
査
・
画
像
検

査
を
用
い
て
正
確
に
診
断
し
、
原
因
に
応
じ

た
治
療
や
補
聴
器
装
用
の
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。

（
め
ま
い
・
ふ
ら
つ
き
）

　

め
ま
い
や
ふ
ら
つ
き
は
日
常
生
活
に
支
障

を
き
た
し
、
命
に
関
わ
る
も
の
は
稀
で
す
が

決
し
て
気
分
の
い
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
め
ま
い
の
う
ち
、
６
〜
７
割
は
耳
の
障

害
が
原
因
で
最
初
に
適
切
な
診
断
を
受
け
て

い
な
い
方
が
多
い
こ
と
、
不
安
に
駆
ら
れ
て

い
く
つ
も
病
院
を
受
診
す
る
方
ほ
ど
治
り
が

悪
い
こ
と
、
な
ど
の
知
見
を
得
て
い
ま
す
。

早
め
に
受
診
頂
く
事
で
適
切
な
対
応
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

（
手
術
治
療
）

　

耳
・
鼻
・
の
ど
の
外
科
的
治
療（
手
術
）に
つ

い
て
も
多
数
の
経
験
が
あ
り
、
特
に
鼻
や
咽

喉
頭
の
手
術
を
得
意
と
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
当
院
で
も
手
術
の
必
要
な
方
に
積
極
的

に
対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
モ
ッ
ト
ー
は〝
地
域
の
皆
様
に
最
善

の
耳
鼻
咽
喉
科
医
療
を
提
供
し
、
日
常
生
活

の
質
の
向
上
に
貢
献
す
る
〞で
す
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

年
４
月
に
着
任
し
ま
し
た
坪
田
で

す
。
今
回
は
私
自
身
の
紹
介
と
当
科

の
診
療
方
針
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
は
石
川
県
か
ほ
く
市
出
身
で
、
富
山
大

学
に
進
学
し
医
学
を
学
び
ま
し
た
。
学
生
時

代
は
内
科
志
望
で
し
た
が
、
内
科
的
な
こ
と

か
ら
外
科
的
な
こ
と
ま
で
広
く
診
る
こ
と
が

で
き
、
風
邪
な
ど
の
一
般
診
療
や
呼
吸
困
難

な
ど
の
救
急
診
療
ま
で
携
わ
る
耳
鼻
咽
喉
科

に
魅
力
を
感
じ
こ
の
道
を
選
択
し
ま
し
た
。

坪 田  雅 仁 ★ 略 歴
【学歴・職歴】
◎平成12年　富山医科薬科大学（現富山大学）医学部卒業
　　　  　　同耳鼻咽喉科学教室入局
◎平成18年　富山大学大学院博士課程卒業
◎平成19年　ミュンヘン大学神経内科留学
◎平成20年　富山赤十字病院　耳鼻咽喉科副部長
◎平成21年　新潟厚生連上越総合病院　耳鼻咽喉科医長
◎平成25年　富山大学耳鼻咽喉科　助教
◎平成26年　同　診療講師
◎平成27年　帝京大学医学部附属溝口病院耳鼻咽喉科　病院准教授
◎令和２年　同　准教授
◎令和３年　金沢医科大学氷見市民病院耳鼻いんこう科　科長・准教授

【資格・所属学会】
◎医学博士
◎日本耳鼻咽喉科学会　専門医・専門研修指導医・補聴器相談医
◎日本めまい平衡医学会　代議員・専門会員・めまい相談医
◎補聴器適合判定医
◎臨床研修指導医

▼

今
坪
田
先
生
の

診
察
室
か
ら
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診
療
コ
ラ
ム

〈作り方〉
❶鶏肉は一口大に切り、酒をまぶす。

❷鶏肉に片栗粉をまぶして、沸騰した湯の中に入れる。

❸鶏肉に火が通ったら、氷水の中に入れ冷ます。

　冷めたら氷水から取り出し水気を切る。

❹ちぎった大葉と細かく切った梅干しを③と和える。

❺きゅうりをすりおろし、軽く水気を切り、※の調味料と合わせる。

❻④を皿に盛り付け、⑤をかけ、上に白いりごまをかける。

管
理
栄
養
士
の
ヘ
ル
シ
ー
レ
シ
ピ
紹
介

夏野菜きゅうりのヘルシーポイント
●  きゅうりには、酵素である「ホスホリパーゼ」という成分が含まれており、脂肪
の分解を助けてくれる作用があります。さらに、すりおろすことによって細胞壁
が壊れ、酵素が活発に働きやすくなります。また、ホスホリパーゼは熱に弱いため、
生のまま食べるとより効果が期待できます。

●きゅうりにはカリウムが豊富に含まれています。
　カリウムには塩分を排出する作用があり、むくみ対策に効果的とされています。

<材料２人分>
・鶏むね肉　 …160g
・酒　　　　 …適量
・片栗粉　　 …適量
・大葉　　　 …２枚
・梅干し　　 …1/2 個
・白いりごま …適量

きゅうりだれ
・きゅうり　…１本
・ポン酢　　…大さじ１
・砂糖　　　…小さじ１ ※

当院栄養部の管理栄養士が、季節に合わせた体に
優しいレシピをご紹介します。

季節の食材を使って、健康な体を目指しませんか？

鶏肉のさっぱりきゅうりがけ
夏の暑い日にも食べやすいよう梅干し、大葉を使用し風味豊かに仕上げました。

夏野菜のきゅうりだれをかけ、さっぱりといただける一品です。
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　 病院★ニュース　

被
ば
く
線
量
管
理
ソ
フ
ト
の
導
入

　

今
年
度
か
ら
、
当
院
に
放
射
線
被
ば
く
線
量
管
理
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
よ
っ
て
、
患
者
さ
ん
が
放
射
線
検
査
に
よ
る
被
ば
く
線
量

を
か
ら
だ
の
部
位
ご
と
に
記
録
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
院
内
の
放
射
線
検
査

別
の
平
均
的
な
被
ば
く
線
量
を
調
べ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
当
院
で
は
全
国
的
な
放
射
線
被
ば
く
線
量
の
基
準
と
な
る
値
を
下

回
る
線
量
と
な
る
よ
う
な
安
全
な
検
査
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
こ
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
導
入
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
被
ば
く
線
量
を
下
げ
た
検
査
を
患
者
さ
ん
に
提

供
す
る
べ
く
、
放
射
線
検
査
の
更
な
る
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
放
射
線
被
ば
く
量
が
分
か
る
よ
う
に
な
る

こ
と
で
「
安
心
」
し
て
、
被
ば
く
の
少
な
い
「
安
全
」
な
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

入
院
セ
ッ
ト
導
入
の
ご
案
内

〜
手
ぶ
ら
で
の
入
院
が
可
能
に
〜

　

当
院
で
は
、
入
院
患
者
さ
ん
お
よ
び
ご
家
族
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
８
月
１
日

（
日
）か
ら
、
手
ぶ
ら
で
入
院
・
退
院
が
で
き
る
よ
う
「
入
院
セ
ッ
ト
」
の
ご
利
用
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。

　

入
院
に
必
要
な
寝
衣
・
タ
オ
ル
・
お
む
つ
・
日
用
品
な
ど
を
日
額
定
額
制
の
レ
ン
タ
ル

で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

お
申
込
や
ご
相
談
に
つ
い
て
は
、
当
院
１
階
の
売
店
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

３
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
入
院
時
の
荷
物
が
減
り
ま
す

②
洗
濯
の
手
間
が
あ
り
ま
せ
ん

③
現
金
決
済
が
不
要
で
す

●
入
院
セ
ッ
ト
の
内
容（
一
例
）

・
寝　

衣（
浴
衣
／
甚
平
／
介
護
つ
な
ぎ
か
ら
選
択
、肌
着
）

・
タ
オ
ル（
バ
ス
タ
オ
ル
、フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
）

・
お
む
つ（
テ
ー
プ
式
／
パ
ン
ツ
式
、尿
と
り
パ
ッ
ド
各
種
）

・
日
用
品（
シ
ャ
ン
プ
ー
、歯
ブ
ラ
シ
・
歯
磨
き
粉
、入
れ
歯
ケ
ー
ス
・

　
　
　
　

 

洗
浄
剤
、コ
ッ
プ
、食
事
用
エ
プ
ロ
ン
、イ
ヤ
ホ
ン　

ｅ
ｔ
ｃ
．）

　

な
お
、入
院
セ
ッ
ト
導
入
に
伴
い
、現
行
の
病
衣
貸
出
に
つ
い
て
は
、７
月
31
日（
土
）

を
も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
す
。
入
院
セ
ッ
ト
を
ご
希
望
さ
れ
な
い
患
者
さ
ん
は
、
こ

れ
に
準
じ
た
も
の
を
患
者
さ
ん
ご
自
身
で
用
意
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
お
問
合
せ
先

当
院
１
階
売
店
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ 

Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｓ 

Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ

電
話
：
０
７
６
６

－

７
３

－

１
３
１
１
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H o s p i t a l ★ N e w s  

病院病院からのからのお知らせお知らせ掲示板掲示板
　

７
月
１
日
か
ら
、整
形
外
科
に
新
し

く
２
名
の
医
師
が
着
任
し
ま
し
た
。

新
体
制
と
し
て
、よ
り
良
い
医
療
が
提

供
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

面
会
禁
止
の
厳
格
化
に
つ
い
て

　

当
院
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、６
月
21
日
か

ら
面
会
禁
止
の
厳
格
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、入
院
患
者
さ
ん
へ
の
荷
物
の
受
渡
し
は
、以
下
の
時
間
帯
・
場
所

の
み
の
対
応
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

入
院
患
者
さ
ん
へ
の
荷
物
受
け
渡
し
時
間

①
月
〜
金
曜
日　

14
時
〜
17
時　

病
棟
ス
タ
ッ
フ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

②
土
日
・
祝
日　

14
時
〜
16
時　

時
間
外
入
口（
防
災
セ
ン
タ
ー
）

※
い
ず
れ
の
場
合
も
、入
院
患
者
さ
ん
へ
の
面
会
は
お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
荷
物
削
減
の
た
め
、オ
ム
ツ
は
当
院
で
準
備
す
る
オ
ム
ツ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、以
下
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
引
続
き
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、併
せ

て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
出
入
口
の
一
本
化
】

　

時
間
外
入
口
は
、終
日
閉
鎖
と
し
ま
す
。

　

救
急
外
来
の
受
診
や
、時
間
外
に
当
院
へ
用
務
が
あ
る
方
は
、入
口
左
側
の
イ

ン
タ
ー
フ
ォ
ン
を
押
し
て
用
件
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【
発
熱
外
来
受
診
】

　

発
熱（
37
・
５
℃
以
上
）等
で
受
診
さ
れ
る
患
者
さ
ん
は
、発
熱
外
来
で
診
察
し

ま
す
。

　

発
熱
外
来
は
当
日
予
約
制
の
た
め
、受
診
の
際
は
事
前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

発
熱
外
来
受
付　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
６
６

－

５
０

－

８
１
９
４

●
診
療
時
間　

月
曜
〜
金
曜（
祝
日
除
く
）

　
　
　
　
　
　

午
前　

９
時
〜
11
時
／
午
後　

２
時
〜
４
時

　
　
　
　
　
　

※
小
児
科
は
午
前
11
時
〜
午
後
０
時

●
受
付
時
間　

月
曜
〜
金
曜（
祝
日
除
く
）

　
　
　
　
　
　

午
前　

８
時
45
分
〜
11
時
／
午
後　

１
時
〜
４
時

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
対
応
に
つ
い
て

整
形
外
科
新
任
医
師
着
任
の
お
知
ら
せ

医員

北
きた

島
じま

宏
ひろ

矩
のり

助教

清
し

水
みず

義
よし

朗
あき

【外来診療担当表】
月 火 水 木 金 土

午前

1診 米澤
（初診） 北島 米澤 米澤 米澤

交替2診 清水 清水／松本 清水
（初診） 清水 北島

3診 横山 横山
（初診・予約） 横山 北島

（初診）
横山

（初診・予約）

午後 手術 手術 手術 手術 手術
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患者さんの権利

当院は医療の中心は患者さんであると認
識し、患者さんには次のような権利がある
ことを宣言します。 

● 安全で良質な医療を公平に受けること
　 ができます。

● 病気や治療内容について、分かりやす
　 い言葉で説明を受け、ご自分の希望や
　 意見を述べることができます。

● ご自分の意思で治療方法や医療機関
　 を選択することができます。

●   診療記録の開示を求めることができ
ます。

●   他の医療機関に受診することを希望
されるときは、必要な情報提供を受け 
ることができます。

●  プライバシーは尊重され、個人情報は
　 厳重に保護されます。

● 臨床研究に関して充分な説明を受け
　 たうえで、その研究に参加するかどう
　 かご自分の意思で決定できます。
　 また、いつでも参加を取り消すことが
　 できます。

● 治療に関する自己決定の参考にして
　   いただくため、セカンドオピニオンを
受けることができます。

患者さんへのお願い

当院は、地域の中核病院としての社会的
使命を果たすため、様々な医療を提供し
ています。患者さんには、次のことをご理
解いただき適切な医療を行うためご協力
くださいますようお願いいたします。

● 健康状態、その他必要なことを可能な
　 限り正確にお話しください。

● 説明を受けてもよく理解できない場合
　 は納得できるまでお聞きください。

● 治療を受ける場合は、医療スタッフの
　 指示に基づき療養してください。

● 病院のルールを守り、他の患者さんの
　 迷惑にならないようご配慮ください。

●   教育病院として、医師、医学生、看護学
生、医療専門職の学生、救急救命士など
の臨床実習・研修教育を行っておりま
す。厳重な指導のもとに実施しています
ので、ご理解とご協力をお願いします。

病院運営の基本方針

患者さん中心の病院運営を行います。

安全で信頼される医療の提供に最善
を尽くします。

患者さん・ご家族への「説明と同意」を
徹底します。

高度医療、質の高いチーム医療を推進
します。

地域の中核医療機関として地域医療
連携・支援を推進します。

良医の育成と医療人の教育・研修を推
進します。

働き甲斐のある健全で活力ある病院
づくりに務めます。

1.
2.

3.

4.

5.

6.

7.

■広報誌「かけはし 氷見」の由来
 広報誌が患者さんと病院、地域と病院をつなぐ“かけはし”となることを願って命名されました。

　1964 年 10 月 10 日、「東京五輪」開会式。テレビ中継が始まり、「世界中の青空を全部東京に持っ

てきてしまったような、素晴らしい秋日和でございます」とアナウンサーが発した名調子。第２

次世界大戦で焼け野原と化した東京。戦後 20 年も経たない日本。見事 “復活した象徴 ”が「東京

五輪」だった。

　さて、2021 年７月 23 日、「東京 2020 オリンピック」開会式。アナウンサーからどんな第一声

が発せられるのか。東日本大震災から立ち直ってきた被災地。戦争にもたとえられてきた新型コ

ロナウイルスとの闘い。今回は日本の夏空を世界中に広げて、57 年前と同じように「東京 2020

オリンピック・パラリンピック」が “復活の象徴 ”になると信じている。
かけはし夏号編集委員　総務課　坂田　慎一

金
沢
医
科
大
学
氷
見
市
民
病
院
　
広
報
誌
か
け
は
し
  氷
見
  2
0
2
1
年
夏
号
 V
ol.4
8

ひみラボ水族館
皆さんは、氷見市にある「ひみラボ水族館」をご存知でしょうか？
2011 年に廃校となった氷見市仏生寺小学校の校舎を利用し、氷見に生息す
る淡水魚を展示している地域密着型のミニ水族館です。
自然の大切さを理解する第一歩として、身近な淡水魚を見て自然に対する
関心を高めてもらうことを目的に、2012 年 10 月に富山大学理学部・氷見市
連携研究室（ひみラボ）内に開設されました。
館内では、国指定天然記念物の淡水魚イタセンパラを中心に、主に氷見の河
川に生息する淡水魚を約30種類展示しており、工夫を凝らした展示法で淡水
魚の生態や生き物同士のつながりを紹介しています。
水槽展示の他にも、ザリガニ釣りコーナー、淡水魚
の釣り堀コーナー、ミニブタやヤギとの触れ合い
コーナーなど多様な体験ができ、生き物との触れ合
いを通じて、子供だけでなく幅広い年代が楽しむこ
とのできるアット
ホームな施設です。
氷見へお越しの際
は、ぜひ一度訪れ
てみてはいかがで
しょうか？

エコロジーガーデン ecology garden

　当院では、院内緑化をすすめ、来院された患者

さんやご家族の方々に安らいだ環境を提供できる

よう努力しております。この院内緑化は、以下の

スポンサー企業をはじめとする多数の企業の協賛

のもとに維持運営を行っております。

 スポンサー
企業 

●㈲アカシア商会●サカヰ産業㈱●たんぽぽ薬局氷見店●ニッショク㈱●日本海綿業㈱
●氷見伏木信用金庫●ファーマライズ㈱●米沢電気工事㈱●菱機工業㈱ 

　室堂から立山に向けて撮影した写真です。

　初夏ではありますが、立山にはまだ雪がたくさん残っておりました。このような四季折々の

自然豊かな姿を見せる立山は日本の宝ですね。コロナ禍で毎日大変でありますが、こんな時こ

そみなさんの「宝」を思い出し、日々笑顔で心豊かに生活したいですね。

 （撮影：胸部心臓血管外科　町田　雄一郎　医師）
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